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ヤコブは息子たちを呼び寄せて言った。「集まりなさい。後の日にお前たちに起こるこ

とを告げよう。ヤコブの子らよ、集まって聞きなさい。父イスラエルに耳を傾けなさい。」

(創世記 49 章 1 節～2 節)   

 

イスラエルという名を授かったヤコブは、死を迎える日が来たことを知って、息子たち

を集め、「ヤコブの子らよ、集まって聞きなさい。父イスラエルに耳を傾けなさい」と、子

どもたちの未来を思い、祝福の言葉を語った。祝福の言葉は、族長が死ぬ前に、子どもた

ちに告げる最後の言葉で、神からの宣言のように、彼らの人生の決定的な定めとなる。そ

の定めは、過酷な裁きのような言葉もあるが、それらを祝福と捉えている。そして、イス

ラエル 12 部族が置かれた状況を叙述した「部族の詞」というべきものである。 

まず、長男ルベンに対して。「ルベンよ、お前は私の長子。私の力、強さの初め」と、長

子の勢いと力を認めている。しかし、「お前は父の寝台に上って汚した。私の床に上った」

と非難している。創世記 35 章 22 節に、「ところが、イスラエルがその地に住んでいたと

き、ルベンが父の側女ビルハのところに行って寝た。このことはイスラエルの耳にも入っ

た」と記されている。この時、ヤコブは非難の言葉を一言もルベンにしていないが、心の

奥底に残った痛みであった。ヤコブは死の床で、ルベンの過ちを指摘している。レビ記 18

章 7 節～8 節に、「あなたの父を辱めること、すなわち、あなたの母を犯すことをしてはな

らない。彼女はあなたの母だから、これを犯してはならない。あなたの父の妻を犯しては

ならない。それはあなたの父を辱めることである」と規定されている。  

次男シメオンと三男レビに対して。「シメオンとレビは兄弟。彼らの剣は暴虐の武器」と、

彼らの暴力性を非難している。ヤコブの一人娘ディナが、シェケムという青年に凌辱され

た。ところが、シェケムはディナを愛し、結婚したいと望み、この地の首長であった父ハ

モルを伴い、丁重に、ディナを妻にくださいと申し込んできた。ヤコブの息子たちは、割

礼を受ければ、二人の結婚に同意すると応じた。ハモルとシェケムは町の人々に、割礼を

受け、ヤコブ一族と婚姻関係を結び、共に豊かになろうと訴えた。町の人々は同意し、皆

が割礼を受けた。傷の痛みを覚えている時、シメオンとレビは、剣を持って町に入り、男

たちを殺害し、略奪した。彼らは、妹を辱めたことへの報復を謀ったのであった。しかし、

寄留のヤコブ一家は先住の他部族から襲われたら、ひとたまりもない。宗教的な清めを行

い、逃亡せざるを得なかった。ヤコブは、二人の兄弟の暴虐さを指摘している。 

四男ユダに対して。「ユダよ、兄弟はお前をほめたたえる。お前の手は敵の首をおさえ／

父の子らはお前にひれ伏す」と、兄弟たちの長になると告げている。宰相ヨセフの前で、

父と末の弟ベニヤミンのために、執り成しの嘆願をした。彼の涙ながらの嘆願が、ヨセフ

に心を開かせ、赦しと和解を得た。ユダの理性的で、説得力のある言動は、幾度か、ヤコ

ブ一家の危機を乗り越えさせた。彼は 12 人の兄弟たちの中で、最も信頼を受けていた人物

である。また、「王笏はユダから離れず／統治者の杖は足の間から離れない」と預言されて

いる。ユダ族のダビデが王に選ばれ、イスラエルの国を隆盛に導いた。南北朝分裂後の（南）

ユダ王国はユダ族のダビデ王家が支配した。そして、ユダからダビデへ、ダビデからヨセ

フへと、キリストに繋がる系図が継承されている。ユダは最も大きな働きをしたと称賛さ

れ、後世においても、彼の子孫は神からの豊かな祝福に与っている。 


